
盃’
1MⅢ鮒N
－

礪応
？
ｰ 題聖

鯉麺認麓翼翼腿癖…髄翼腿腿翼麓翼翼囲函認唖

F凸＝全一▲＝▲－－＝▲一二‐▲＝卓 一 一

（1）

414

唾

●

●

癌で蚕垂…凸▼＝ニマ▲マニームマュで壷

第162号
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県
知
蛎
選
挙
に
続
き
、
統
一

地
方
選
挙
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

投票区永久選挙人名簿登録者数(昭和54年1月9日現在）

近
づ
く県
議
会
議
員
選
挙

鑿
一
百
は
４
月
８
日
に

､～

男女別宅～

－－ 統
一
地
方
選
挙
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

男咋’女HlLー計

投票区

第1投票区

(金木・沢部の一部）

第2投票区

（川倉・藤枝）

第3投票区

(藤田･神原･沢部の一部）

第4投票区

(中柏木・嘉瀬）

第5投票区

（喜良市）

第6投票区

（大東ケ丘）

1，87112，14914，020

註''0］8
489529

J群群
236牡279515

県
鍍
会
談
典
選
挙
は
三
月
二
十

七
日
告
示
、
四
月
八
日
投
票
日

1，32611，42012，746

●

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
県
民
の

声
を
県
政
に
直
接
反
映
さ
せ
る

た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
す
か
ら
、
自
分
ひ
と
り

ぐ
ら
い
は
棄
権
し
て
も
、
と
い

う
よ
う
な
考
え
を
お
も
ち
の
方

は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
権
利
を

行
使
す
る
た
め
に
も
、
大
切
な

一
栗
を
無
駄
に
し
な
い
で
必
ず

投
票
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。ま
た
、
投
票
日
当
日
止
む
を

得
ぬ
業
務
・
用
務
等
の
た
め
投

8981副95511，853

451詞T44189

合勺回計’4，86515，376110，241

票
所
に
出
向
い
て
投
票
で
き
な

い
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
期
間
は
、
三
月
二

十
七
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
毎

日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
で
す
。
な
お
、
出
稼

先
等
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場

合
は
、
出
稼
先
な
ど
の
住
所
を

は
っ
き
り
と
、
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ
請
求
し
て
下
さ
い
。

◎
立
合
演
説
会

県
議
会
識
貝
北
郡
選
出
議
凸

候
補
者
の
立
会
演
説
会
は
、
四

月
一
Ｈ
か
ら
六
日
ま
で
延
べ
六

回
、
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら

の
予
定
で
す
が
、
当
町
で
は
雌

終
日
の
六
Ⅱ
金
木
町
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
有

権
者
の
み
な
さ
ん
は
候
補
者
の

政
見
を
よ
く
聞
い
て
立
派
な
候

補
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
ゞ
］
‐
。
０

●

定
都
市
の
選
挙

に
つ
い
て
は
四
月
八
日
、
指
定

郁
市
以
外
の
市
町
村
、
特
別
区

の
選
拳
に
つ
い
て
は
川
月
二
十

二
川
で
す
。

地
方
団
体
の
鍍
会
の
識
貝
の

長
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
は

任
期
満
了
の
Ⅱ
前
三
十
Ⅱ
以
内

に
行
う
の
が
原
則
で
す
が
、
今

年
は
、
全
国
の
地
方
団
体
の
議

会
の
磯
貝
と
長
の
約
四
割
が
三

繍 I11IlHllⅡ1

'‐苑、

耳L」
、

今
年
は
、
四

年
に
一
度
の
統

一
地
方
選
挙
の

年
で
す
。
今
回

の
統
一
地
方
選

挙
の
投
票
日
は

都
道
府
県
と
指

統
I －

地
方
選
挙

月
か
ら
五
月
の
間
に
任
期
が
満

了
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
方
選
挙
に
つ
い

て
は
、
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う

よ
り
は
統
一
し
て
行
っ
た
方
が

住
氏
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
が

舟
ま
り
、
自
治
意
識
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
選
挙

の
樒
理
執
行
に
つ
い
て
も
円
滑

な
迎
営
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
選
發
に
つ
い

て
は
、
特
例
法
に
よ
り
、
選
挙

の
期
Ⅱ
を
統
一
し
て
行
お
う
と

い
う
も
の
で
す
。

今
川
の
選
挙
は
、
昭
和
二
十

二
年
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ

れ
て
以
来
、
第
九
回
月
に
当
り

ま
す
。

lll1IlIlllll
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秋
田
県
鹿
角
市
に
あ
る
花
輪

ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
第
躯
回

全
国
商
校
ス
キ
ー
大
会
で
、
金

木
商
校
ス
キ
ー
部
女
子
が
総
合

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
は
、
二
月
九
日
か
ら
十

三
ｕ
ま
で
五
日
間
行
わ
れ
全
国

か
ら
三
百
十
二
校
が
参
加
し
、

男
子
は
來
奥
錠
塾
商
校
が
優
勝

確
実
と
さ
れ
て
い
た
が
、
女
子

は
ま
っ
た
く
の
混
城
で
し
た
。

金
木
商
校
女
子
の
得
点
源
は

エ
ー
ス
の
佐
藤
輝
子
選
手
。
前

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

お
め
で
と
う
金
木
高
校
ス
キ
ー
部

女
子
総
合
優
勝
な
る

回
、
回
転
四
位
の
実
繊
を
も
っ

て
い
る
佐
藤
選
手
は
、
今
大
会

大
回
転
二
位
、
回
転
で
四
位
に

入
り
、
一
人
で
金
木
商
校
の
全

得
点
焔
点
を
稼
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
金
木
高
校
は
十
二
日

ま
で
で
総
合
一
位
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
雌
終
日
の
リ
レ

ー
を
不
出
場
の
た
め
、
逆
転
さ

今
年
一
月
五
日
、
東
京
明
治

新
春
書
道
展
で
特
選

県
内
で
は
松
橋
啓
美
さ
ん
だ
け

●

れ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て

お
り
、
総
合
優
勝
は
リ
レ
ー
の

結
果
待
ち
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
新
潟
県
の
小
出
高

校
が
同
点
と
並
ん
だ
が
、
佐
藤

選
手
が
大
回
転
で
二
位
を
と
っ

て
い
る
の
で
、
金
木
高
校
が
総

合
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

文
字
ど
お
り
の
「
一
人
で
と
っ

た
団
体
優
勝
」
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
佐
藤
選
手
は
北
海
道

で
強
化
合
宿
中
と
の
こ
と
。
名

寄
市
で
行
わ
れ
た
第
弘
回
国
体

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
で
も

小
年
大
回
転
で
堂
々
三
位
入
賞

を
果
た
し
て
お
り
、
今
後
の
活

醗
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

神
宮
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
五

回
明
治
神
宮
全
国
少
年
新
春
非

道
展
で
松
橘
啓
美
さ
ん
（
金
中

二
年
）
の
作
品
が
特
選
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

啓
美
さ
ん
は
小
学
校
六
年
生
（

と
き
に
も
特
選
を
取
っ
て
お
り

い
つ
ま
で
も
続
け
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

昭
和
四
十
六
年
以
来
、
五
所

川
原
市
、
当
町
、
中
里
町
の
四

千
町
歩
の
ほ
場
整
術
事
業
を
行

っ
て
き
た
小
田
川
土
地
改
良
区

の
事
務
所
が
、
去
る
二
月
に
完

成
し
落
成
式
が
今
月
三
日
中
央

公
民
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
改
良
区
は
、
こ
れ
ま
で
役

場
三
階
に
お
り
ま
し
た
が
、
五

十
二
年
、
金
木
バ
イ
パ
ス
赤
坂

交
差
点
と
な
り
に
聯
務
所
用
地

を
取
得
先
月
十
四
日
に
事
務
所

一
月
十
日
を
も
っ
て
、

金
木
町
消
防
団
正
・
副
団

長
が
任
期
満
了
と
な
り
、

新
し
く
次
の
方
々
が
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

消
防
団
長
白
川
竹
治

〃
副
団
長
加
藤
卓
爾

〃
〃
松
川
良
治

〃
〃
西
村
昭
八

消
防
団
、
正
、

副
団
長
決
ま
る

小
田
川
土
地
改
良
区

事
務
所
完
成

ダ
ム
は
馴
年
に
貯
水
開
始

●
と
車
庫
を
完
成
さ
せ
、
同
十
九

日
よ
り
新
事
務
所
で
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
小
田
川
ダ
ム
は
四
十

六
年
に
築
堤
工
事
を
着
工
、
四

十
九
年
末
に
総
工
費
約
十
六
億

門
を
か
け
て
ダ
ム
が
完
成
し
ま

し
た
。商
さ
三
十
一
Ｍ
、
長
さ
二
百

三
Ｍ
の
中
心
コ
ア
型
ロ
ッ
ク
フ

イ
ル
の
こ
の
ダ
ム
は
、
貯
水
皿

が
九
百
二
十
七
万
七
千
立
方
Ｍ

（
大
き
な
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
ニ
千

昭
和
五
十
三
年
度
金
木
町
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
受
賞
者
が
こ
の
ほ

ど
決
定
さ
れ
、
次
の
方
々
が
受

撤
さ
れ
ま
し
た
。

南
中
松
川
幸
男
（
ス
キ
ー
）

″
古
川
健
治
（
〃
｝

金
高
佐
藤
輝
子
下
（
〃
）

″
金
嶋
幸
春
（
亜
壮
挙
）

金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
十
名
が
受
賞

、

万
台
分
）
で
、
堤
防
の
効
率
が

四
十
五
と
、
ま
れ
に
見
る
良
さ

で
す
。五
十
一
年
に
貯
水
を
開
好
し

九
十
二
年
十
二
月
、
完
成
検
査

に
合
格
し
て
、
今
、
四
千
町
歩

の
水
田
を
潤
す
べ
く
、
静
か
に

ダ
ム
は
眠
り
に
つ
い
て
い
ま
す
。

〃
掘
田
成
春
〃
（
〃
）

〃
中
川
弓
子
（
陸
上
）

″
工
藤
悦
子
（
〃
）

血
工
小
松
力
（
排
球
）

″
原
田
季
幸
（
〃
）

弘
工
小
命
千
佳
（
〃
）

こ
れ
か
ら
の
活
跳
を
期
待
し

ま
す
。

今マ今マュマa
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兄
物
人
は
西
北
阿
郡
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
青
森
、
弘
前
か

ら
も
柴
ま
っ
て
、
大
変
な
人
出

で
あ
る
。
天
群
推
り
の
茶
除
掛

け
店
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
ま
る

で
急
に
一
つ
の
町
が
出
来
た
よ

う
な
賑
わ
い
ぶ
り
で
あ
る
。
飛

者
な
ど
は
、
子
供
の
時
分
に
こ

の
競
蝿
の
出
勝
で
、
は
じ
め
て

手
迦
し
機
械
で
作
っ
た
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
が
、
ホ
ッ

ペ
タ
が
お
ち
る
ほ
ど
う
ま
い
と

思
っ
た
も
の
だ
。
そ
の
時
は
確

か
二
銭
だ
っ
た
と
忠
う
。

そ
れ
に
出
店
で
は
綿
齢
、
烏

．
飴
、
・
ハ
ナ
ナ
も
光
っ
て
い
た

ど
れ
も
珍
ら
し
か
っ
た
が
、
特

に
バ
ナ
ナ
の
味
は
は
じ
め
て
な

の
で
、
肚
の
中
に
は
こ
ん
な
に

う
ま
い
も
の
も
あ
る
の
か
と
び

っ
く
り
し
た
。
バ
ナ
ナ
を
食
べ

た
の
は
十
六
歳
の
時
で
、
こ
れ

は
一
本
五
銭
で
あ
っ
た
。
大
切

な
五
銭
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ

け
の
仙
打
が
あ
る
と
思
っ
た
も

の
だ
。
食
べ
物
の
話
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
も
み
ん
な

溌溌蕊
葛
生
。
。
Ｔ
》
。
○
与
凸
○
．
副
○
．
司
凸

競
馬
華
や
か
な
り
し
頃
（
そ
の
２
）

こ
の
競
賜
甥
と
つ
な
が
る
思
い

川
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
カ
ヶ
競
馬
の
騎
手
は

地
元
金
木
で
は
新
樹
町
の
伝
兵

術
の
災
男
で
、
川
塊
助
と
い
う

人
が
唯
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
（
こ
の
人
の
家
の
現

戸
主
は
内
川
滴
治
さ
ん
で
あ
る

）
そ
の
ほ
か
の
騎
手
は
主
と
し

て
南
部
の
人
で
あ
る
。
輝
年
来

た
人
で
は
佐
野
と
い
う
人
と
何

と
か
幸
吉
と
い
う
人
の
名
だ
け

だ
が
、
こ
の
二
人
の
名
は
子
供

心
に
も
記
惟
に
あ
る
。
騎
手
の

か
ぶ
る
赤
．
ｎ
．
蛍
の
州
子
が

あ
こ
が
れ
で
、
今
も
思
い
出
さ

れ
る
く
ら
い
だ
。

蕊蕪蕊

(6)

●

二
回
Ｈ
は
ダ
ク
恥
の
競
縦
だ

ダ
ク
蝿
の
騎
手
は
蒔
川
の
、
川

万
職
、
Ｍ
じ
く
時
川
の
古
川
災

三
郎
、
盤
肪
の
川
中
仙
作
、
奈

良
俊
一
＄
そ
れ
に
は
っ
き
り
思

い
出
せ
な
い
が
牛
渦
の
佐
々
木

某
へ
樹
の
沢
の
外
崎
堆
な
ど
で

あ
る
。
下
車
力
の
人
も
あ
っ
た

よ
う
だ
。
西
北
産
蝿
組
合
主
催

で
あ
っ
た
か
ら
、
木
造
町
に
も

こ
れ
に
力
を
入
れ
た
人
や
よ
い

騎
手
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
。

こ
の
県
競
馬
の
前
芽
は
、
明

治
四
十
年
噸
ま
で
現
在
の
芦
野

グ
ラ
ン
ド
の
と
こ
ろ
で
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
時
分

の
競
馬
は
後
の
も
の
と
は
迷
っ

て
い
た
と
の
こ
と
だ
。
そ
の
走

り
方
は
、
右
前
足
と
右
後
足
を

一
締
に
運
ば
せ
る
や
り
方
で
、

右
前
後
と
左
前
後
を
間
隔
を
と

っ
て
繩
で
結
ん
で
走
ら
せ
る
孜

陥
な
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は

「
ア
リ
ゲ
Ｚ
と
い
う
走
法
だ
っ

た
。
そ
の
時
に
は
馬
に
も
統
雌

な
諦
物
（
？
）
を
耕
せ
て
出
場

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
代
の
こ
と
は
飛
者
は
わ
か
ら

な
い
。と
こ
ろ
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
バ
ナ
ナ
を
食
べ
た
話
を
＃

い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
食
べ
た
わ
け
で
は

な
い
・
競
蝿
が
始
ま
る
と
、
飛

背
の
家
に
も
近
在
の
知
り
合
い

の
人
や
親
瀬
の
も
の
が
や
っ
て

く
る
の
で
、
こ
れ
を
も
て
な
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
家

作
り
た

い

叩
コ
イ
シ

今
月
の
テ
ー
マ

「
将
来
ど
ん
な
職
業
に
つ
き
た
い
か
？
」

川
倉
小
学
校
六
年
生
に
聞
く

● は
貧
腱
で
あ
っ
た
か
ら
、
剛
は

そ
ば
切
り
や
鍋
す
り
餅
を
鵬
砂

械
で
味
付
け
し
た
も
の
を
ご
馳

走
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も

川
を
作
っ
て
い
る
蝋
か
な
家
で

宝
じくん

Q

は
餅
を
つ
い
た
り
、
シ
ト
ギ
を

作
っ
て
も
て
な
し
た
よ
う
だ
が

と
に
か
く
競
馬
の
時
は
一
般
の

家
で
も
金
が
か
か
っ
た
も
の
だ

（
「
金
木
郷
止
史
」
よ
り
）

餌

ユ
０
⑦

一 一三 ー

（4）
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保険証が更新されます 印
を
忘
れ
ず
に
）

水
川
利
川
叫
細
対
飛
（
転
作
）

供
川
米
の
削
洲
な
ど
を
正
確
に

行
う
た
め
、
台
帳
の
帷
伽
を
す

す
め
て
い
ま
す
の
で
、
腱
家
の

み
な
さ
ん
は
次
の
一
一
と
に
ご
協

力
下
さ
い
。

○
水
川
耕
作
伽
俄
等
の
叩
佇

こ
の
叩
杵
川
紙
は
脈
業
繩
に

あ
り
ま
す
の
で
、
腱
業
姿
貝
公

の
典
家
台
帳
や
脚
土
州
在
な
ど

を
参
芳
に
し
て
、
今
川
未
Ⅱ
ま

で
に
叩
杵
し
て
下
さ
い
。
（
抑

ナ‘，
fr卜

お 農
家
の
み
な
さ
ん
へ

現在使用'l1のl'il民雌唯保険被保険者征がﾉﾃﾉｺl末

で期限切れとなりますので、1ざi氾の塒所で更新を

して下さい。（転入など稗動のある方は印かんが

必要です｡）

こ
れ
は
施
業
保
堆
本

の
幻
Ｈ
㈹

躯
Ｈ
㈱

妬
日
側

3

j]
期
－

台
帳
と
し
て
Ｋ
年
間
使
川
し
ま

す
の
で
必
ず
叩
杵
し
て
下
さ
い

叩
附
さ
れ
な
い
方
は
、
現
在
使

川
し
て
い
る
台
帳
を
認
め
た
も

の
と
し
て
処
恥
し
ま
す
。

○
雄
米
光
渡
し
人
潴
雌
搾

金
木
町
へ
配
分
さ
れ
る
政
府

光
波
し
米
は
町
内
肘
化
背
に
限

り
ま
す
。
死
亡
荷
瑞
の
ま
ま
で

迩
録
さ
れ
て
い
る
力
、
鵬
業
委

、
全
の
泌
叫
を
柵
て
経
満
穆
擬

さ
れ
た
方
は
、
各
自
の
笠
録
業

背
に
杣
淡
の
う
え
名
雌
変
更
を

し
て
下
さ
い
。

午
前
８
時
抑
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で

午
後

303

分時
ま

で

午
前
８
時

時

抑
分
か
ら |川

蒔
川
老
人
憩
の
家

寓
良
市
診
旅
所

嘉
瀬
公
民
館

爬
又
川
勿
へ
“
バ
ム
火
剛
ボ
ー

／
ｆ
‐
ｌ
‐
↓
』
〆
〃
４
１
↓
〃
仏
ｒ
・
ロ
。
．
Ⅲ
と

川
介
老
人
憩
の
家

●｣･'1勿

○
水
川
転
作
の
申
賊

小
川
川
土
地
改
良
侭
で
実
施

し
て
い
る
改
良
水
川
を
転
作
さ

れ
る
方
は
、
改
良
腱
で
転
作
叫

所
・
伽
俄
等
を
州
い
て
、
今
川

求
Ｈ
ま
で
に
脈
業
拠
へ
正
確
な

も
の
を
叩
杵
し
て
下
さ
い
・
昨

年
の
例
を
み
ま
す
と
、
時
期
を

過
ぎ
て
か
ら
叩
併
さ
れ
て
、
い

ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
し
た
の

で
ゞ
こ
注
意
下
さ
い
。
川
や
県
か

ら
の
袖
肋
余
で
す
の
で
、
時
期

を
過
ぎ
る
と
町
で
は
ど
う
に
も

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
ド
さ

い
。

○
腱
薬
の
保
杵
・
取
扱
い

腱
家
の
み
な
さ
ん
は
、
今
川

下
旬
（
繩
籾
淌
雌
）
か
ら
膿
薬

｛
ｒリ
ニ
ー

,l誤

BEJ･
Br

良

11i

II1*

柏

水棚

パェ
jlえ 沢神

部ルi(
の、

－4Q･

一I畔

iflilll

川
介
、
藤
枝

|><g

城水

〈
概
要
〉

○
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
新
し

い
町
づ
く
り
の
方
向
づ
け
を
す

る
。○

腱
業
の
振
興
と
経
憐
規
椣
拡

大
に
上
地
を
沼
か
す
。

○
腱
推
汁
の
杣
岻
交
流
を
は
か

り
、
組
織
化
を
す
す
め
る
。

〈
蛎
堆
内
奔
〉

○
小
規
椣
ｔ
地
峡
盤
盤
附
彬
堆

○
樅
械
施
没
轆
伽
聯
業

○
憐
腱
集
川
活
刺
促
進
榔
推

○
小
作
料
一
柵
川
払
助
成
幌
業

○
特
偲
螂
推

を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
｝
一
れ
ら
の
取
扱
い

や
保
祷
に
つ
い
て
は
よ
く
注
通

し
、
腱
薬
に
よ
る
鯲
故
の
な
い

よ
う
に
し
て
ド
さ
い
。

●
保
符
に
つ
い
て
は
必
ず
鍵

の
か
か
る
珊
所
に
保
杵
す
る

一
）
し
」
。

●
保
符
の
時
は
絶
対
に
飲
食

物
、
食
器
航
と
は
一
緒
に
胱

町
で
は
、
昭
和
五
十
亦
年
座

よ
り
地
域
腱
政
特
別
対
策
悔
推

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

地
域
農
政
を
計
画
中

｜
両
州
業
の
樅
進
幽
は
次
の

●
か
な
い
こ
と
。

●
砿
っ
た
腱
薬
を
他
の
奔
器

に
秘
し
祥
え
な
い
こ
と
。

●
仙
川
後
の
窄
ピ
ン
は
ほ
蝿

な
ど
に
放
慨
し
な
い
こ
と
。

●
幼
児
の
い
る
家
唯
で
は
特

写
寺
毎
口
凸
、

に
こ
制
茜
紐
／
、

な
お
詐
細
に
つ
い
て
は
雌
堆

糾
〔
盃
③
２
１
１
１
（
内
編
、

妬
）
〕
へ
ど
う
ぞ
。

〃
々
で
す
。
州
業
の
内
祥
な
ど

を
よ
く
州
縦
し
て
卜
さ
い
。

▼
金
木
、
川
忠
雄
、
加
味
良

成
、
内
川
栄
之
進
、
野
桝
武
雄

秋
芥
塊
助
、
、
川
推
旺
▼
川

倉
此
川
が
淀
、
再
潟
春
樹
、

此
川
義
血
▼
藤
枝
叩
川
繁

柵
▼
蒔
田
庁
川
避
志
一

▼
神
原
前
川
俊
火
▼
嘉
瀬

鈴
木
旺
則
、
伊
藤
定
仙
郎
、
鳴

海
栄
、
櫛
州
柾
術
、
小
山
内
義

災
、
阿
部
定
ｆ
、
弧
崎
悠
悦

▼
中
柏
木
脈
川
川
光
▼
喜

丘
市
帆
川
多
一
郎
、
寓
崎
初

太
郎
、
奈
良
雅
雄
、
桑
川
光
雄

川
川
武
久
▼
更
生
部
落
藤

本
秀
雄
▼
大
東
ヶ
丘
・
脚
附

武
一
（
抓
珊
肌
は
産
業
縦
で
す
）

（
十
二
〃
）

角
川
塊
希
（
映
昭
）
金
水

八
川
良
ｒ
（
辰
則
）
忠
良
巾

柴
川
雛
央
（
伸
二
余
水

中
行
淀
川
紀
（
捕
幟
）
川
術

Ⅸ
朧
千
里
（
繁
勝
）
藤
枝

潅
水
陽
一
（
淌
職
）
余
水

徳
川
枠
和
（
叫
郎
）
〃

叩
川
蛸
人
（
州
）
巾
杣
木

今
一
枝
（
旅
雄
）
金
水

今
帆
紀
ｆ
（
好
夫
）
卉
良
小

泉
祥
淀
猴
（
光
稚
）
川
介

泉
行
典
樹
（
脈
拍
）
〃

竹
内
降
浩
（
術
）
藤
枝

伊
丸
岡
孝
介
（
繁
孝
）
再
良
巾

泉
芥
繁
実
（
好
年
）
金
水

打
爪
芥
巾
山
（
雌
）
〃
糾

川
Ⅱ
泰
山
（
滴
）
時
川

城
川
和
川
（
腋
几
郎
）
小
杣
木

－ご誕生－

おめでとう

綴
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商秋1'1秋|'1I1I
松村・祥村川‘'1
志

Wiilt志正形
r-喬将博忍イ．

巾
芥
太
郎
（
雅
沽
）
川
術

米
塚
恭
碓
（
文
史
郎
）
金
木

古
崎
旺
美
（
進
）
斑
獺

坂
本
典
妃
（
艇
）
藤
枝

斎
喋
が
裕
（
知
二
）
嚇
瀬

'γI!ルiノトl!ルノ>、
海メLi"
淀川
II畠沙千災
､fr･忠作眼

災
尼
忠
推
（
弘
）
余
水

山
沢
史
忠
（
油
一
郎
）
〃

、
川
推
人
（
修
）

■
、

１
１
出
洋
（
進
）
仲
ｌ

０
Ｉ
Ｊ
ｏ
Ｂ
■
１

日
Ⅱ
１
１
Ⅱ
ｒ

Ｔ
ｒ
Ｊ

人 口と世帯数

男7,361

人口女7，484

計14,845

世帯数3，872

(S54.2.28現在）

へへへへへへ

臘榊繋岬満雌
一一一一菅…

金嚇川：斑金
〃

木瀬倉撒木

ゴー～へ〆－，へ〆へ

肺始伽哩
ー～一、一、一、一

へ

;',1:f+'j:斑卜lfー
良良良ノl
'li*iljiWi!li、-"

〃

中
村
公
峨
（
繁
）
金
木

花
川
小
か
り
（
勝
川
）

大
蛎
秋
元

成
川
忠
庭
ｆ
（
旋
遊
）
中
杣
木

泉
芥
川
子
（
栄
）
川
命

（
恥
峨
弛
稚
一
僻
ユ
岬
帆
綱

（
赫
久
辨
砺
漸
糀

ヘ
伽
朧
貯
之
（
友
久
）
ｒ
雌
鼎

〆
叩
川
あ
い
Ｆ
（
淌
光
）
斑
湘

（
排
吋
英
価
一
幟
辨
一
岬
岡
榊

（
幟
州
京
榊
一
峠
”
一
榊
奈
州

へ
佐
々
水
幽
一
三
滴
雄
）
枢
柳
町

一
喋
旭
洋
子
（
唯
雄
）
蒋
良
巾

師
叫
血
蝿
悪
一
庇
抑
“

（
州
御
久
酎
潅
一
郵
維
一
州
畔
州

へ
休
々
木
淌
一
（
油
）
金
木

一
睡
尼
Ⅱ
佐
子
（
仏
凡
郎
）
金
木

（
柵
科
い
逆
麺
榊
唾

－ご結婚－

おめでとう

卜
山
肌
子
（
服
作
）
仲
脈ｒＴＪ

他
（
公
二
）
金
水

‘忍
へ

昭

二

､hIuj：
力川

瀬

（
山
川
岫
川
・
か
）●

〃0
F〃

（
郷
た
純
一
醗
一
瞬

（
州
剛
踊
応
鮴

『
小
芥
川
良
（
眠
年
）
川
術

壹
仙
橘
れ
え
（
平
三
ｋ
所
巾

、
吸
牒
勝
敏
（
礼
と
助
）
中
力

一
ｎ
川
忠
淀
ｆ
（
一
郎
）
金
木

（
誹
叩
批
雌
』
皇
咋
螂
一
鋤
蜥
仲

（
雌
峠
》
確
一
峠
榔
一
岬
川
畔

（
幟
岬
群
、
一
榊
峠
州
一
岬
紬

（
厩
轆
（
獅
峠
恥
恥

、
小
池
一
人
二
典
）
蛙
野
臥

一
正
藤
叩
ｉ
ｆ
（
途
則
）
金
木

（
稚
川
州
雄
一
陸
“
一
岬
川
岬

廓
州
好
峠
梛
（
認
州
韮
檸
俸
畔

廃
虚
趣
一
釧
一
紳
榊

（
軸
針
嵐
榊
仁
一
岫
雌
一
“
州
岬

へ
匙
沁
肺
雄
（
淌
淀
）
岬
川

一
錠
Ｍ
ゆ
み
ｆ
（
敏
降
）
小
咄
町

（
誰
幟
訓
識
極
一
叫
織
郷
鯖
金
岬

（
に
州
蹄
睡
一
吋
淋
一
恥
州
価

へ

ｆ
ｒ
－
Ｅ

剛
エ
ー
ノ

岬
Ⅱ

尚ノム
r･lﾘI

（
ｌ
川
川
肌
分
）

（
淌
臓
）
鹿
児
肪

（
次
雄
）
川
命

、
浜
川
秀
捷
（
英
叫
）
班
制

一
沢
川
千
払
子
（
忠
勝
）
斑
和

（
州
獅
一
糎
一
鮴

（
釧
榊
広
遮
郷
一
袖
峰
州
一
癖
鋤

、
尚
山
博
疋
（
金
庇
郎
）
桝
良
巾

一
揃
州
秀
候
（
祉
術
）
嚇
瀬

、
ｎ
川
忠
端
（
栄
二
川
命

一
伏
兄
帷
子
（
推
弘
）
中
収
町

（
碓
細
れ
い
州
一
新
岬
一
癖
川
柳

二
、
洲
血
樹
（
俊
）
杣
村

一
小
松
久
代
（
久
造
）
斑
瀬

さ
叩
沁
他
一
（
勝
太
郎
）
几
所
巾

一
狸
〃
芥
賜
子
（
他
二
金
木

一
小
松
生
皿
非
（
位
一
郎
）
斑
禰

一
Ｋ
藤
山
進
ｆ
（
昭
二
稲
如
“
村

へ
木
村
派
淀
（
繁
秋
）
叩
叩
町

一
向
川
テ
ッ
ｆ
（
腋
丸
）
川
倉

へ
神
光
川
（
惣
之
助
）
稲
川
利

一
桑
川
呼
子
（
祁
術
）
牌
良
巾

へ
本
川
鉄
栄
（
山
春
）
金
木

一
中
野
華
江
（
繩
二
川
Ⅱ
雌

へ
小
寺
安
夫
（
術
夫
）
叩
収
町

一
今
榊
子
（
唯
次
）
縣
良
巾

（
娠
雌
礼
窪
郷
一
鉢
蹄
一
郡
師
伽

へ
上
雌
川
一
（
析
三
斑
瀬

一
打
岡
峠
ｒ
（
昭
二
几
所
巾

へ
沢
川
恭
助
（
椛
太
郎
）
珊
乎

《
小
村
つ
に
（
派
次
郎
）
金
木

（
抑
榊
挫
拠
一
趣
二
稗
汕
岬

（
嶬
榊
芙
僻
権
一
榊
岬
一
蝿
即
価

●
へへへ

太'（〃卜樋栗′l、
川崎メLIIIII松
英｜耐）
ハ･樹干荊1ルノイ‘f
r･へ春幸･r--
へ恥へへへ"一、

if;MM撫棚
一一一一一

水
卜
樅
山
き
さ
（
師
）
作
汁
良
巾

成
III
桑
川
み
ゑ
（
郷
）
脚
良
巾

川
本
収
沽
（
”
）
斑
瀬

鎌
川
叩
松
（
別
）

中
村
他
輔
（
師
）
金
水

松
川
る
い
ｆ
（
洲
）
斑
頓
、
、
Ｊ
１

Ⅱ
巾
金
太
郎
（
帥
）
川
介

１
１
１
１ -おくやみ一
申しあげます

尚
怖
販
臓
（
弱
）

い
そ
（
肥
）
叩
杣
木

一
ｋ
（
鋤
）
恥
瀬

塊
（
別
）
金
水

（
山
川
川
川
け
）

辮
瀬

茨
城
雌

中
力
村

樗
良
巾

祗
所
巾

牌
良
巾

〃I』

獺

11

良
'lj

派
川
み
み
〃
↑
（
０
）
斑
瀬

奈
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